


    悩み

     副作用がひどく、これを何回も続けられるのかどうか不安だった。 


    助言

    
              【治療に関して不安があれば、納得・理解のために行動する】




  
  治療法や治療に伴うつらさなどへの不安や悩みがある場合、その根底には治療への理解が不十分であったり、未知の事柄への漠然とした不安があったりします。
そこで、納得いくまで担当医にわからない点を確認したり、がんや治療法について書かれた本を読んだり、インターネットで調べたりしてみましょう。治療法については、期待できる効果、副作用、起こりうる合併症、他の治療法と比べたときの利点や欠点などをまずよく理解することが大切です。


  





  
  [image: 挿絵]

  




              【治療によるさまざまな苦痛をやわらげる対応がある】




  
  治療は痛みを伴ったり、発熱や吐き気や食欲不振が出たりとさまざまな副作用がありますが、これらの副作用に関しても、医師も看護師もできるだけ患者さんの苦痛が少ないようにサポートし対応していきます。つらいことがあれば、きちんと伝えることも大切です。治療は、患者さんと医療者との協働作業です。伝えることで、より適切な対応を行うことができます。


  




              【不安があれば担当医か看護師に相談を】




  
  治療の副作用については、その時の体調や治療の範囲によっても、出方が異なると思います。症状などで不安なことがあれば、担当医や看護師に相談してみてください。
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